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第 2 3 1 8 回例会記録　9 月 1 7 日（水）

砂川会長挨拶
■竹田会長挨拶

　佐藤秀雄ガバナーよりク
ラブ運営について丁寧なる
ご指導を頂きありがとうご
ざいました。
　スポンサークラブの滝川

クラブの皆様には沢山の出席を頂いてあり
がとうございました。
　本日は宜しくお願いします。
■ゲスト紹介
　①2510地区／佐藤秀雄ガバナー
　②地区第２グループ／土山久夫ガバナー
　　　　　　　　　　　補佐
　③地区より／中村堅次地区幹事
　④地区より／高慶繁博代表幹事補佐　

会長エレクト挨拶・報告
　林博幸会長が入院されて
おりますので、会長エレク
トの私、篠島弘が会長挨拶・
報告を代行させて頂きます。
　本日の砂川・滝川ＲＣ合

同夜間例会に滝川から沢山の会員がおしか
けて来ておりますが、宜しくお願い致しま
す。
　先週９月11 日の移動例会では広域ごみ
処理施設、中空知衛生施設組合リサイク
リーンの見学を致しましたが、担当されま
した職業奉仕委員会の皆様にお礼を申し上
げます。生ごみを利用したメタン発酵施
設、資源ごみのリサイクルプラザや可燃ご
みの中継施設を見せて頂きましたが、人間
によるチェックが最終的にはやはり必要だ
ということを再認識させられました。
　来週９月25 日の例会は次年度会長エレ
クトを選出するための定時総会です。多数
のメンバーの出席をお願いします。

滝川・砂川ＲＣガバナー公式訪問合同例
会

佐藤秀雄ガバナー講演
　ガバナーの佐藤秀雄と申
します。
　所属は千歳ロータリーク
ラブです。

　先ほど会長幹事懇談会におきまして、両
クラブの運営についてお聞き致しました。
　私はＩＴ関係を推進してまして、両クラ
ブはＩＴに関して先進国であります。ほと
んどメールで各クラブとやりとりしてま
す。両クラブはＩＴ、そして運営において
素晴らしいクラブで感謝をしています。
　今年の１～２月において、アナハイムの
国際協議会に参加してきました。ジョナサ
ン会長はアフリカで初めての会長でありま
す。人口は約１億２千万人ですが、残念な
がらポリオは終結していません。
　ジョナサン会長は、手を貸そうという本
年度の目標を掲げました。このテーマで私
達は勉強をして参りました。
　会長夫人も同席しましたが、５月に脳梗
塞で亡くなられました。会長夫人は多くの
ボランティアに貢献された方で、非常に残
念に思います。
　私の方針は、ＩＴを中心とした社会にな
りつつありますので、その様に進めていき
たいと思います。
　私のお願いがございます。それは財団で
す。ＲＩは2005年までに１人当たり100ド
ルの年次寄付をして頂きたいと強い要望で
あります。もう一つはポリオプラスであり
ます。このポリオについてお話致します。
〔ポリオ撲滅と募金キャンペーン〕

　1985年から「ポリオプラスプログラム」
という名称で発足しました。ポリオ以外の
病気もワクチンで治そうと言うことで、プ



ラスをつけて始めましたが、資金の関係も
ありポリオだけに絞って活動することにな
りました。きっかけは1978年クレン・レ
ノフＲＩ会長の時、フィリッピンでポリオ
が流行し、フィリッピンのロータリアンか
ら何とかしたい旨の提案がありました。ク
レン会長が協力を申し出、カナダからワク
チンを運び、フィリッピンでずいぶんポリ
オを減らす事に成功しました。国際ロータ
リーとしても、ポリオはワクチンの投与に
より激減することが判ったのです。これが
きっかけとなり、2005年の100周年記念事
業に「ポリオを撲滅し終結させよう」運動
が理事会で承認されました。
　募金活動は1986～87年度より始まりま
した。５億人の子供に12セントのワクチ
ンを２回ずつ供与しようということから、
目標を１億２千万ドルと決め５年間で達成
しようという計画でした。この計画は２年
で２億４千万ドル余が集まり、目標の倍の
金額が集まりました。1988年のフィラデル
フィア国際大会において「勝利宣言」が行
われ、日本のロータリアンの中で多くの会
員がポリオは終わったと認識したのです。
　しかし、この勝利宣言は目標の倍集まっ
たことによる喜びの勝利で、ポリオが終結
したのではなく、むしろここから始まった
わけであります。
　毎年35万～40万人発生していたポリオ
患者が、2000年に719件までに減少しまし
た。しかし、ＲＩの当初の目標は2000年
までにゼロにし、その後５年間ポリオ患者
が出ないことを確認し、2005年の100周年
でポリオの終結宣言をする事でした。2001
年には483件でしたが、今、又少し増えつ
つあります。2005年までにゼロにするには
どうすれば良いかの検討を、１昨年１月関
係者が集り協議しました。
　１昨年の時点でポリオをこの地球上から
完全に終結させるためには、10億ドルの資

金が必要である。10億ドルのうち６億ドル
は各国政府機関が拠出し、残り４億ドルを
ＷＨＯ、ユニセフ、国際ロータリー等が集
めると言うことです。ＲＩは４億ドルのう
ちの２億８千万ドルを、日本はその内の２
割1,600万ドルを集める旨、ＲＩ財団管理
委員会委員の千宗室さんが誓約をしており
ます。
　日本円で19 億２千万円を集めなければ
なりませんが、小林ガバナー年度、私、遠
藤ノミニー年度の３ヶ年に渡り毎年一人
50ドル当て、ご協力をお願いしたい、とい
う事であります。

滝川・砂川ＲＣ合同懇親会
　竹田砂川ＲＣ会長挨拶後、中田副会長の
乾杯で懇親会が始まり、アトラクションの
ビンゴゲームで楽しい時間を過ごしまし
た。



【出席報告】■９月17 日（水）
砂川ＲＣ合同夜間例会(ガバナー公式訪問)

在籍者　111名（病欠３名・免除６名）

出席者　 71名（メイク含む）

欠席者　 31名（出席率　70％）

全員出席テーブル　３番

○10/16（木）ゲスト卓話

　国際奉仕委員会担当

　「ロータリーの国際奉仕あれこれ」

○10/25（土）早朝例会


